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台風への対応について（運用方針） 

 

１ はじめに 

自然災害（大規模地震、台風等）に対する学校の対応については、「自然災害への初期

対応に関する大田区立学校のガイドライン」に基づき、原則、校長が臨時休業等を判断し

対応してきた。昨今の気象予報は精度が向上していることから、台風については事前に進

路や規模がある程度判明しているため、登校時の風速や雨量が想定できるケースが多い。

また、規模が大きく影響が及ぶ範囲も広いため、概ね区内での地域差は発生しない。加え

て、校長の負担軽減の観点からも、台風への対応については、教育委員会が館山さざなみ

学校を除く区立小中学校を一斉に臨時休業（以下「一斉臨時休業」という）とすることを

判断し対応することとする。 

なお、「自然災害への初期対応に関する大田区立学校のガイドライン」改訂までの間、本

運用方針に従い対応するものとする。 

 

２ 教育委員会による一斉臨時休業の判断 

（１）対象とする自然災害 

  「台風」による風水害 

（２）判断時期及び判断材料 

   ア 判断時期 台風最接近日の前日正午までを目途 

          ※前日が日曜日・休日にあたる場合も同様とする。 

   イ 判断材料 気象情報（気象庁、民間気象会社）、河川情報（国土交通省、東京都）、 

避難情報（大田区）などをもとに、警報等の発生可能性を含め総合 

的に勘案して判断する。 

（３）事前連絡（予告） 

ア 学校への情報提供（概ね３日前） 

登校時間帯に台風が接近し、区に影響が及ぶ可能性が高まった時点で教育委員会 

から全校長・副校長宛て C4th（個人連絡）及び管理職緊急連絡先（個人メール）にて 

事前に連絡する。 

なお、一斉臨時休業の判断が日曜日・休日となる場合には、持ち帰り用 C4th 端末 

の活用など、教育委員会からの連絡を受けられる状態を維持するよう依頼する。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

（事前連絡の例） 

台風●号は、●月●日（■）の登校時間帯に大田区へ最接近する予報です。現

時点で大田区への影響度合いは未確定ですが、レベル３以上の大雨警報が発表さ

れる可能性が高まっています。 

一斉臨時休業の判断は、最接近日の前日 ●月●日（■）正午までに教育委員会

が行い、午後０時 30 分を目途に全校長・副校長へ連絡します。各校長におかれま

しては一斉臨時休業になった場合に備え、オンライン等による学びの保障を検討

の上、ご準備いただきますようお願いします。 
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イ 保護者への情報提供（概ね２日前） 

登校時間帯に台風が接近し、区に影響が及ぶ可能性が高まっている場合、教育委 

員会から全保護者へ tetoru 及び学校緊急連絡システム（安全安心メール）にて事前 

に連絡する。 

※外部向けの通知文については、保護者等に伝わりやすい平易な表現を用いること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 避難所の開設及び閉鎖に係る通知 

区の災害対策本部設置により、水害時緊急避難場所の開設が想定される場合は、 

教育委員会から全校長・副校長宛て C4th（個人連絡）及び管理職緊急連絡先（個人 

メール）へ連絡する。なお、閉鎖に関する連絡も同様とする。 

（４）一斉臨時休業連絡 

   ア 学校への情報提供（前日午後０時 30分目途） 

教育委員会で翌日の一斉臨時休業を決定したあと、教育委員会から全校長・副校 

長宛て C4th（個人連絡）及び管理職緊急連絡先（個人メール）へ連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 保護者への連絡（前日午後０時 30分目途） 

教育委員会で翌日の一斉臨時休業を決定したあと、全保護者へ tetoru 及び学校 

緊急連絡システム（安全安心メール）にて連絡する。 

※外部向けの通知文については、保護者等に伝わりやすい平易な表現を用いること。 

 

 

 

（事前連絡の例） 

台風●号は、●月●日（■）の登校時間帯に大田区へ最接近する予報です。現

時点で大田区への影響度合いは未確定ですが、レベル３以上の大雨警報が発表さ

れる可能性があります。 

休校の判断は、●月●日（■）正午までに教育委員会が行い、午後０時 30分を

目途に、tetoru 及び学校緊急連絡システム（安全安心メール）にてお知らせいた

します。 

（一斉臨時休業連絡の例） 

台風●号の影響により、●月●日（■）は、本区にレベル３以上の大雨警報が

発表される可能性が高く気象条件の悪化が見込まれるため、館山さざなみ学校を

除く区立小・中学校を一斉臨時休業とします。なお、これ以降、気象状況が回復

した場合も一斉臨時休業の決定は変更しません。 

また、教育委員会から全保護者宛てに、tetoru 及び学校緊急連絡システム（安

全安心メール）にて、一斉臨時休業をお知らせします。 

 各校長におかれましては、可能な範囲内でオンライン等による学びの保障を実

施するなどご対応いただくとともに、その旨の連絡と併せて●月●日（■）の教

育活動についても、各学校から保護者宛てにご連絡をお願いします。 
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   ウ ホームページ等による外部への周知 

    教育委員会で翌日の一斉臨時休業を決定したあと、区ホームページ、区公式Ⅹや

区ＬＩＮＥ公式アカウント等を用いて幅広く周知を行う。 

 

３ 一斉臨時休業による対応 

（１）オンライン等による学びの保障の実施 

各校長の判断で可能な範囲内で実施を検討する。なお、授業時数にはカウントしな 

いため、あくまでも学びの保障（学習の遅れをとらないための措置）として実施する。 

（２）学校給食の休止 

食材の納入を止めるため、速やかに各学校から食材納入業者等に連絡し、可能な限

り食材費の削減と食材受取の負担を減らす。なお、パンと麺、牛乳については、学務

課が製造業者等に連絡し、納入止めの可否等の情報を C4th 及び管理職緊急連絡先（個

人メール）で共有する。 

（３）学童の開室 

区立小学校の一斉臨時休業が決定した時点で、教育総務課（教育地域力推進担当） 

から学童運営委託事業者及び各施設へ翌日の学童の取り扱いについての連絡を行う。 

なお、学校内学童のほか児童館学童も開室するため、教育総務課（教育地域力推進 

担当）から子育ち支援課へ連携する。また、各施設から学童保育を利用している保護 

者に対し、入退室管理システム（コドモン）を通じて翌日の学童開室について連絡を 

行う。その際、保護者には送迎を要請する等、児童の安全確保に十分配慮する。 

（４）宿泊行事の延期等 

移動教室など宿泊を伴う行事を実施中であり、訪問先での安全が確保できないこと 

が見込まれる場合、教育委員会と実施校が連携し行程短縮等の対応を検討する。 

 なお、移動教室実施中の行程短縮は、交通手段が確保できない場合があるなど児童 

生徒の安全確保に混乱を生じる可能性がある。そのため、出発前日の正午までに訪問 

先の気象情報等を収集し、行程の期間全体を通じた安全確保を考慮したうえで実施ま 

たは中止（延期）の判断を行うこと。 

 

 

（事前連絡の例） 

台風●号の影響により、●月●日（■）は、本区にレベル３以上の大雨警報が

発表される可能性が高く気象条件の悪化が見込まれるため、館山さざなみ学校を

除く区立小・中学校を休校といたします。なお、これ以降、気象状況が回復した

場合も休校の決定は変更しません。 

 オンライン等による学びの保障の実施や、●月●日（■）の教育活動につきま

しては、それぞれの学校から別途連絡をいたします。学びの保障とは、お子様が

学びを続けられるよう、学習の機会を確保し、支援するための取組みです。授業

として実施するものでは無く、出席にも欠席にもなりません。 



4 / 4 

 

（５）学校行事の中止等 

運動会など行事を予定している場合も、実施校と連携し、教育委員会が総合的に判 

断を行う。 

 

４ その他 

平時から区ホームページに、「自然災害への初期対応に関する大田区立学校のガイドラ

イン」を掲載し周知する（改訂までの間は、本運用方針も掲載）。 

また、毎年、出水期に入る前に tetoru 及び学校緊急連絡システム（安全安心メール）

にて、台風発生時の被害が予想される対応について保護者へ周知する。 

※その他、入学前の保護者説明会や、年度初めの保護者会等で各学校から資料配付 

（教育委員会 HP リンクの二次元コードを貼付け、最新データを閲覧できるようにする。） 


